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き
こ
え
お
お
き
み

佐
喜
真
興
英
が
『
女
人
政
治
考
』
に
お
い
て
、
邪
馬
ム
ロ
国
の
卑
弥
呼
ｌ
男
弟
と
古
琉
球
の
聞
得
大
君
ｌ
国
王
と
の
類
似
性
を
指
摘

し
、
女
王
と
男
王
の
二
重
統
治
権
の
存
在
を
説
い
た
こ
と
は
、
日
本
古
代
史
研
究
の
間
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
彼
に
は
こ

の
他
に
、
『
南
島
説
話
』
『
シ
マ
の
話
』
等
の
著
書
お
よ
び
十
数
本
の
論
文
が
あ
り
、
民
族
学
・
民
俗
学
の
分
野
に
お
い
て
も
貴
重
な
仕

事
を
残
し
て
い
る
こ
と
は
、
一
九
八
二
年
に
新
泉
社
か
ら
、
未
発
表
の
も
の
を
含
め
て
佐
喜
真
興
英
全
著
作
集
『
◎
女
人
政
治
考
◎
霊

の
島
々
』
が
出
版
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
存
外
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
実
は
彼
に
は
も
う
一
冊
、
未
発
表
の
手
稿

が
あ
り
、
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
に
は
そ
の
マ
イ
ク
ロ
紙
焼
き
の
複
製
本
が
入
っ
て
い
る
。
『
琉
球
研
究
』
と
題
す
る
そ
れ
は
、
一
九

一
九
年
（
大
正
八
年
）
四
月
か
ら
翌
年
一
月
ま
で
の
九
カ
月
間
に
収
集
し
た
琉
球
資
料
を
、
自
ら
分
類
項
目
を
立
て
て
整
理
し
一
冊
の

本
に
仕
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
そ
の
目
次
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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収
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第
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資
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双
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…
…
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…
…
…
…
…
…
…
五
四
五
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あ
る
。

沖
縄
に
お
い
て
は
、
ま
じ
な
い
に
呪
符
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
主
と
し
て
近
世
以
降
の
こ
と
で
、
そ
れ
以
前
は
呪
言
・
呪

物
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
ま
ず
は
佐
喜
真
が
古
老
か
ら
聞
き
取
り
し
た
呪
詞
お
よ
び
呪
物
か
ら
見
て
い
こ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
す

で
に
『
シ
マ
の
話
』
や
「
南
島
説
話
』
に
お
い
て
活
字
化
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
あ
ら
た
め
て
掲
げ
る
意
味
は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ

う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
佐
喜
真
の
当
初
の
構
想
で
あ
る
「
符
術
並
医
術
」
の
項
目
の
内
容
を
再
現
し
、
ま
じ
な
い
関
係
資
料
を
一
括
し

て
整
理
し
て
お
く
こ
と
も
決
し
て
無
駄
で
は
あ
る
ま
い
。

Ⅳ
の
○
ｍ
・
亘
の
・
宮
、
］
の
す
の
ｐ
５
ｑ
ｂ
冨
巨
の
一
日
Ｅ
の
（
性
生
活
と
男
根
崇
拝
ｌ
筆
者
注
）
…
…
…
…
八
七
八

こ
れ
ら
の
内
容
の
大
半
は
『
南
島
説
話
』
『
シ
マ
の
話
』
お
よ
び
『
霊
の
島
々
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
割
愛
さ
れ
た
も
の
も
少

な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
そ
の
中
に
は
今
で
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
、
大
正
期
の
貴
重
な
民
俗
資
料
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
埋
も

れ
た
状
態
に
し
て
お
く
の
は
も
っ
た
い
な
い
感
じ
が
す
る
。
そ
こ
で
小
稿
で
は
特
に
、
『
・
琉
球
研
究
』
第
二
の
Ⅲ
符
術
並
医
術
を
中
心

に
、
佐
喜
真
興
英
が
収
集
し
た
ま
じ
な
い
関
係
の
資
料
を
紹
介
し
、
併
せ
て
若
干
の
考
察
を
加
え
て
お
き
た
い
と
思
う
。

佐
喜
真
が
収
集
し
た
呪
詞
で
比
較
的
多
い
の
は
ハ
ジ
マ
キ
（
ホ
ロ
セ
の
こ
と
）
と
タ
ン
ガ
サ
（
腫
れ
物
の
一
種
）
に
関
す
る
も
の
で

１
は
じ
ま
き
・
タ
ン
ガ
サ
・
シ
ブ
カ
サ
等
を
治
す
ま
じ
な
い

呪
詞
・
呪
物
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『
南
島
説
話
』
に
載
せ
る
「
ま
私
子
櫨
神
と
な
る
話
」
と
は
、
朝
夕
継
母
に
い
ぢ
め
ら
れ
た
継
子
が
世
を
は
か
な
み
櫨
木
で
首
を

吊
っ
て
死
に
櫨
神
と
な
っ
た
。
以
来
、
木
の
近
く
に
来
る
子
供
に
ハ
ジ
マ
キ
を
引
き
起
こ
さ
せ
る
の
で
、
ハ
ジ
マ
キ
に
か
か
っ
た
子
供

は
次
の
ま
じ
な
い
を
唱
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

①
ハ
ジ
マ
キ

言
色
ゴ
〕
、
戸
量
『
の
ゴ
ロ
ご
閂
の
百
面
一
⑩
ロ
旨
。
百

シ
、
四
日
＆
『
一
口
〕
凹
口
｛
ご
日
⑩
」
】
口
勇
司
四
コ

四
戸
ロ
ゴ
］
、
【
ロ
四
【
ロ
ロ
巨
豈
色
ロ
』

埠
巨
門
口
戸
い
】
『
色
云
巨
口
⑫
』
ロ
」
四
ｍ
ｍ
二
」

庁
嵌
甘
○
ず
つ
←
ご
一
同
四
口

【
】
ロ
ロ
【
四
回
目
日
。
ｍ
ａ
ご

冒
里
、
臣
、
醜
ゴ
ご
日
ロ
」

冨
目
ロ
日
鳥
目
巨
国
の
旨
⑪
四
百

○
汀
巨
、
画
「
】
ロ
」
ロ
。
⑩
ケ
ロ
司
巨
【
曰
ロ
ロ
罠
、
『
四
三
四

口
｛
巨
冨
匿
已
コ
ロ
ワ
ニ
昌
一
」

【
日
日
ロ
、
四
日
」
い
す
■
ご
」
○
一

ｚ
ｏ
８
ｐ
ｐ
〕
巨
口
罠
、
『
四
三
回

肉
巨
司
巨
切
彦
Ｅ
Ｃ
の
夛
巨
云
い
円
口
演
『
四
国
ロ
ロ
ゴ
ｑ
司
巨

ま
仏
子
の
な
ら
い
は
難
い
か
な

（
僅
か
に
）
朝
寝
坊
す
る
も
昼
寝
す
る
も

悪
魔
ま
弘
親
に

面
を
足
瞬
に
せ
ら
る

お
前
は
生
き
甲
斐
も
な
し
と
て

木
の
神
と
な
り

お
前
は
人
間
に

患
を
取
ら
す
の
か

今
日
と
い
う
日
に
治
す
の
な
ら

大
嶽
に
（
御
前
を
）
上
せ
て

神
と
し
て
崇
め
ん

治
さ
ず
と
あ
ら
ば

黒
潮
、
青
潮
を
渡
り
来
し
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シ
、
口
ご
ｇ
凹
罠
巨
一
区
ロ
穴
国
司
ロ
ロ
巨
邑
の
昼
○

三
旨
云
巨
ロ
宜
尻
、
『
四
声
Ｅ
、
宮

シ
の
口
【
ロ
ロ
宜
豈
巨
丙
口
ロ
ケ
』

司
巨
●
ず
〕
序
巨
同
巨
の
ゴ
ロ
ロ
ユ
ｑ
一

□
○
ケ
ロ
【
葛
四
『
ご
』
。

巨
巨
ロ
【
こ
『
ロ
の
ゴ
ロ
ロ
Ｑ
２

ｚ
ロ
扇
】
ず
四
二
己
目
望
菖
巴
す
■
ゴ
ロ
ロ
⑪
匠
巴

ご
扁
巨
ケ
ロ
可
巨
ご
】
Ｃ
戸
吋
」
巳
色
○
ず
』

シ
戸
口
「
Ｃ
望
、
Ｃ
巨
巴
←
ご
巨
口
二
○

シ
穴
巨
｛
の
豈
凹
Ｃ
巨
巴
団
口
の

口
冒
巨
白
】
。
］
ご
印
肉
②
局
、
。
亘

口
『
ロ
日
自
己
】
ｐ
ｐ
ｍ
四
月
四
ｍ
の

、
曰
○
宮
四
声
色
『
色
ロ
百
ｍ
こ
◎
宣

鈩
凰
丙
③
巳
（
の
】
す
昌
巴
す
こ

宍
回
□
冒
す
⑤
、
回
己
ロ
ｇ
ｏ

ロ
岸
山
『
、
門
巨
司
巨
、
四
ケ
色

③
云
巨
の
回
す
四
口
］
⑪
ゴ
詳
画
い
け
淳
座

三
刃
斧
八
刃
斧
も
て

大
原
に
切
り
出
さ
ん

灰
儘
に
焼
き
捨
て
ん

灰
儘
に
や
焼
き
捨
て
な
ば

大
海
に
や
流
さ
ん

大
海
に
流
せ
ば

下
よ
り
は
大
口
な
る

ア
ジ
ケ
ー
（
し
ゃ
こ
貝
）
に
局
所
々
々

咬
み
と
ば
さ
れ
ん

上
よ
り
は
黒
鮫

悪
鮫
に
思
う
存
分

喰
わ
れ
な
ん

（
こ
れ
は
）
朝
日
夕
日
よ
り
の
仰
せ
ぞ
よ

苦
口
、
辛
口

朝
口
、
夕
口
（
朝
夕
二
回
呪
読
む
故
云
う
）

吹
き
殺
す
ぞ
（
息
を
吹
き
か
け
る
故
か
く
云
う
）

読
み
殺
す
ぞ
（
呪
を
読
む
故
云
う
）
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②
タ
ン
ガ
サ

次
に
『
シ

（
イ
）シ
、
四
国
竜
也
９
ｍ

し
冠
－
］
２
】
四
日
四
．
巨

弓
四
．
宍
■
且
門
里

ｚ
創
澪
画
『
画
す
“

の
巨
司
血
歸
四
局
】
『
」

シ
曰
砕
⑪
巨
丙
巨
竜
、
日
、
ロ
ロ

弓
四
ロ
ゴ
②
、
】
宍
凹
Ｎ
】
局
具

ｚ
司
寿
凹
司
四
ケ
ｍ

ｍ
Ｅ
『
画
六
ｍ
弓
』
同
粋

『
シ
マ
の
話
』
に
は
、
こ
の
後
、
｜
島
の
或
る
日
取
帳
の
説
明
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
文
を
載
せ
て
い
る
。

但
炭
ガ
サ
並
二
其
外
風
邪
瘡
ノ
様
一
一
シ
テ
面
杯
二
煩
侯
時
、
朝
起
キ
テ
未
ダ
何
モ
食
ハ
ヌ
内
其
ノ
煩
処
二
向
ヅ
テ
、
息
含

ミ
テ
七
度
唱
上
侯
ハ
パ
癒
エ
侯
。
又
ハ
ギ
マ
ケ
モ
一
一
一
度
唱
上
候
右
同
断
。

『
シ
マ
の
話
』
か
ら
タ
ン
ガ
サ
に
か
か
っ
た
時
の
呪
詞
を
掲
げ
よ
う
。

ア
ガ
リ
山

秋
色
山
の

タ
ン
蔓
よ

根
を
刈
ら
ば

葉
先
ま
で
柚
れ
よ

ア
ミ
ス
ク
山
の

タ
ン
萩
蔓
よ

根
を
刈
ら
ば

葉
先
ま
で
枯
れ
よ
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グー、

ロ
、‐’

○
ず
Ｈ
］
。
○
ず
ご
ｏ

、
ケ
粋
甸
四
○
毒
｝
冤
色
門
口
勇
『
画
ロ

甸
画
泊
館
、
凹
冤
陣
吋
凹
尋
四
コ

目
ｍ
ｐ
ｍ
四
⑩
凹
邑
回
司
餌
夛
田
二

・
い
ぼ
】
ぬ
四
⑪
、
冨
凹
局
脚
夢
国
。

ｚ
Ｈ
ケ
具
巨
罠
、
閂
凹
二
口
。

ｚ
、
日
目
巨
Ｈ
員
。
ご
ロ
丙
巴
】
底

二
【
陣
ｐ
Ｈ
己
巨
ご
』
自
己
逼
脚
Ｈ
口
愛
国

Ｋ
四
日
、
冒
国
ご
○
げ
ぃ
口
巨
切
夛
巨
函
ロ

ロ
二
○
参
ｍ
司
巨
ゴ
ロ
Ｈ
ロ
巨
口
Ｃ

巨
削
す
⑩
曰
巨
口
』
ｇ
丙
四
口
：
の
。
】
口
口
○
ｏ

ｚ
】
巨
三
の
⑪
巨
司
色
円
邑
陣
皀
』
宍
凹
ユ
］
ロ
ロ
ロ
。

、
巨
句
四
巨
言
⑩
ご
〕
Ｈ
ロ
⑫
」
」
丙
四
ユ
邑
巨
目
。
。

ご
〔
■
一
口
○
ゴ
ー
竺
巨
芹
巨
○
ゲ
啓

歸
、
【
山
己
口
巨
巴
邑
⑫
歸
巨
百

三
回
目
］
】
○
亘
日
】
Ｃ
臣
ご
丙
巳
陦
」
一

血
よ
、
血
よ

白
血
（
病
名
）
で
あ
ろ
う
と

フ
ェ
ー
ガ
サ
（
病
名
）
で
あ
ろ
う
と

タ
ン
ガ
サ
（
病
名
）
で
あ
ろ
う
と

牛
ガ
サ
（
病
名
）
で
あ
ろ
う
と

腫
れ
物
で
あ
ろ
う
と

お
の
が
行
く
道
へ
行
け

行
か
ず
と
あ
ら
ば

大
和
、
谷
茶
の
御
主
が

鍛
え
し
刃
物
は

鋭
利
な
る
ぞ

根
打
て
ば
、
葉
先
ま
で
枯
れ
ん

葉
先
打
て
ば
、
根
ま
で
枯
れ
ん

大
ト
キ
、
タ
ト
キ

よ
り
の
仰
せ
な
れ
ば

己
が
道
々
に
行
け
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（
１
）

書
一
よ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
フ
③
。

－
ま
呂
子
櫨
神
と
な
る
話
一
は
『
南
島
説
話
」
よ
れ
ば
首
里
の
目
取
間
氏
に
聞
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
タ

ン
ガ
サ
の
（
ィ
）
は
『
シ
マ
の
話
」
に
は
特
に
出
所
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
「
琉
球
研
究
」
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
が
一
新
城
繁
占

（
１
）

あ
ら
ぐ
ず
く

ま
た
（
ロ
）
は
宜
野
湾
の
新
城
で
聞
き
取
り
－
し
た
も
の
と
あ
る
。

と
こ
ろ
で
『
琉
球
研
究
』
に
は
、
佐
喜
真
が
隣
の
翁
か
ら
聞
い
た
と
い
う
も
う

『
、
曰
、
巨
豈
ロ
ロ
〕
四
ケ
■
い
ず
」

曰
、
ロ
ロ
ゴ
ｍ
ｐ
Ｅ
ｍ
ケ
ロ
、
、
巨
諄
Ｃ
ケ
ロ
弓
ロ
ゴ
、
【
口
宮
口
ｏ

弓
囚
○
ず
」
鋲
三
コ
』
○
一
■
す
』
言
ロ
ゴ
二
○

豈
四
ロ
ー
『
Ｅ
⑪
彦
砂
【
ロ
ロ
ゴ
、
、
閂
已
」
『
ロ

ｚ
Ｈ
昌
一
。
。
『
岸
四
国
豈
已

の
ロ
局
四
口
一
一
⑲
い
□
局
四
六
四
『
」
瑁
巨
」

○
ず
」
ユ
〔
ロ
ケ
、
⑩
ケ
ロ
ロ
ロ
Ｃ

シ
伽
、
函
巨
○
ケ
］
豈
口
晒
巨
ロ
ケ
】

ご
弓
巨
⑰
ケ
凹
口
〕
ロ
ロ
ｇ
ｏ

句
巨
○
ケ
］
｛
こ
す
、
、
ゲ
ロ
ロ
ロ
◎
一

司
巨
○
ケ
』
穴
国
司
口
め
づ
巨
二
９
２

大
和
山
武
士

谷
茶
の
御
主
の
鍛
え
た
る
刃

切
れ
る
ぞ
す
ご
い
ぞ

と
て
も
恐
ろ
し
い
も
の
だ
ぞ

根
を
一
打
す
れ
ば
、
根
が
枯
れ
る
し

先
を
一
打
す
れ
ば
、
先
か
ら
枯
れ
る
ぞ

切
り
つ
け
る
ぞ

朝
口
、
夕
口

恐
ろ
し
い
も
の
ぞ
よ

吹
き
飛
ば
す
ぞ
よ

吹
き
枯
ら
す
ぞ
よ

つ
の
呪
詞
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
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③
シ
ブ
カ
サ

「
琉
球
研
究
』
に
は
、
鎌
を
以
て
｜
此
の
王
の
児
に
貴
様
等
の
如
き
宿
る
べ
き
に
あ
ら
ず
」
と
叱
り
つ
け
る
と
あ
る
。

『
琉
球
研
究
』
に
よ
れ
ば
、
山
の
悪
気
（
悪
風
）
ご
目
四
百
凶
に
道
う
は
皮
膚
に
ブ
ッ
ブ
ッ
が
出
来
る
。
こ
れ
を
尻
目
Ｏ
Ｂ
又
は

【
：
○
国
曰
目
と
言
う
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
カ
ゾ
ー
ラ
ー
と
は
今
に
言
う
じ
ん
ま
し
ん
で
、
こ
れ
は
ヤ
ナ
カ
ジ
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
の
ま
じ
な
い
を
行
う
前
に
必
ず
タ
バ
コ
の
煙
を
吹
き
か
け
る
と
い
う
。
佐
喜
真
は
こ
れ
に
対
し
て
「
辞
も
亦
煙
草
を
用
ふ
も
他
と

異
な
る
」
と
、
こ
れ
が
独
特
な
ま
じ
な
い
で
あ
る
こ
と
を
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
が
、
著
書
に
は
収
め
て
い
な
い
。

そ
の
他
に
美
里
間
切
登
川
村
の
呪
文
を
三
例
聞
き
取
り
し
て
い
る
が
、
方
言
呪
詞
の
ロ
ー
マ
字
表
記
の
み
で
、
大
意
は
省
略
さ
れ
て

い
る
。
速
記
さ
れ
た
ロ
ー
マ
字
表
記
も
判
読
し
に
く
い
も
の
が
多
く
、
正
確
を
期
し
難
い
の
で
こ
こ
で
は
紹
介
の
み
に
と
ど
め
て
お
く
。

な
お
こ
の
他
、
次
の
よ
う
な
ま
じ
な
い
も
挙
げ
て
い
る
。

○
ハ
ジ
木
に
石
を
下
げ
る
と
治
る
。

○
茅
葺
き
豚
小
屋
の
四
隅
か
ら
茅
を
取
り
、
十
字
街
路
で
焼
き
、
そ
れ
を
□
□
て
来
れ
ば
治
る
。
但
し
後
を
ふ
り
見
て
は
な
ら
ぬ
。

（
八
重
山
）

２
カ
ゾ
ー
ラ
（
じ
ん
ま
し
ん
）
を
治
す
ま
じ
な
い

厘
口
巳
［
巨
切
ゴ
ロ
日
ロ
ロ
９
○
一

お
お
恐
い
！
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『
シ
マ
の
話
』
に
よ
れ
ば
、
十
字
に
し
た
箸
を
湯
呑
茶
碗
の
上
に
お
き
、
其
間
か
ら
水
を
飲
ま
せ
る
と
魚
骨
は
直
ち
に
呑
降
さ
れ
る

と
あ
る
が
、
『
琉
球
研
究
』
に
は
こ
れ
と
は
別
に
、
次
の
よ
う
な
呪
詞
も
記
さ
れ
て
い
る
。
（
訳
原
文
の
ま
ま
）

こ
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
わ
け
だ
が
、
茶
碗
に
水
を
入
れ
箸
を
十
字
に
し
て
、
そ
の
上
に
一
厘
銭
を
置
い
て
、
十
字
街
の
片
隅
に

置
く
と
カ
ゾ
ー
ラ
ー
が
治
る
と
さ
れ
た
。
も
し
こ
れ
を
取
れ
ば
そ
の
人
は
カ
ゾ
ー
ラ
ー
に
か
か
る
と
も
信
じ
ら
れ
た
。

な
お
『
シ
マ
の
話
』
に
は
、
悪
風
が
小
児
に
恐
く
べ
か
ら
ざ
る
由
を
語
り
な
が
ら
、
古
草
履
を
以
て
子
供
の
皮
膚
を
擦
る
。
そ
れ
で

治
ら
な
い
場
合
は
、
古
い
旅
に
芋
を
入
れ
、
村
は
づ
れ
に
持
っ
て
行
き
、
大
急
ぎ
で
逃
げ
帰
る
と
あ
る
。

な
お
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
小
川
剣
三
郎
訳
『
医
術
と
迷
信
』
に
よ
れ
ば
、
ガ
レ
ン
氏
の
文
に
骨
が
喉
に
か
か
っ
た
際
、
呪
文
を
唱

３
魚
骨
の
喉
に
か
か
れ
る
時
、
こ
れ
を
落
と
す
ま
じ
な
い

司
国
ロ
Ｃ
Ｄ
彦
】
。
二
○
口
Ｅ

■

Ｚ
。
。
Ｅ
【
い
ず
四
六
巨
六
、

シ
日
宍
巨
９
口
丙
ロ
ゴ
○
二
ｇ
ｏ
、
囚

（
訳
）
ア
タ
ク
鳥
の
喉
ら
唯
一
呑
み
に
の
む
か
、
又
は
吐
き
出
す
か
。

▼
茶
碗
に
水
を
入
れ
、
箸
を
十
字
に
し
て
お
き
、
上
の
如
く
云
い
、
こ
れ
を
呑
ま
し
め
、
背
を
た
い
か
し
（
？
）
に
す
れ
ば
骨
は

出
る
と
。
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『
琉
球
研
究
』
に
よ
れ
ば
、
ム
カ
デ
に
刺
さ
れ
た
時
、
ア
イ
タ
ー
と
言
わ
な
い
う
ち
に
、
東
に
向
か
っ
て
ケ
ッ
ケ
レ
ー
ウ
ー
と
言

え
ば
術
く
な
く
な
る
と
あ
る
が
、
『
南
島
説
話
』
に
は
こ
れ
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ム
カ
デ
は

鶏
に
か
な
わ
な
い
と
い
う
俗
信
が
あ
り
、
そ
れ
は
鶏
が
ム
カ
デ
を
食
べ
る
こ
と
に
由
来
す
る
が
、
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
ケ
ッ
ヶ
レ
ー

ヶ
ッ
と
鶏
の
鳴
き
真
似
を
す
れ
ば
ム
カ
デ
の
毒
が
体
内
に
回
ら
な
い
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

え
る
と
そ
れ
が
と
れ
た
と
い
い
、
こ
う
し
た
呪
術
療
法
が
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
も
存
在
し
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
２
）

さ
ら
に
一
内
の
占
所
に
よ
る
Ｌ
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
「
魚
骨
（
ロ
茸
）
呑
む
時
の
符
呪
」
を
掲
げ
る
。
な
お
対
訳
の
文
字
は
解
読

困
難
な
た
め
呪
詞
の
み
記
す
。

５
ハ
ブ
除
け
の
ま
じ
な
い

４
ム
カ
デ
に
刺
さ
れ
た
時
の
ま
じ
な
い

ハ
ブ
除
け
の
ま
じ
な
い
は
三
例
が
『
南
島
説
話
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
参
考
ま
で
に
こ
こ
で
掲
げ
て
お
こ
う
。

め
げ
】
Ｈ
口
、
回
、
」
ｐ
ｐ
ｍ
二
Ｅ
ロ
ロ

■

『
巨
口
」
ず
囚
穴
」
三
四
一
ｍ
ｍ
巨
】
の
餌
、
口

■

三
の
穴
巨
ワ
ロ
、
宜
巨
三
』
一
一
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『
琉
球
研
究
』
に
は
こ
れ
ら
の
出
所
が
記
し
て
あ
る
、
①
は
宜
野
湾
喜
友
名
に
住
む
大
湾
朝
戸
氏
よ
り
聞
い
た
も
の
で
、
同
氏
は
金

武
村
の
叔
父
よ
り
学
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
②
は
宜
野
湾
周
辺
の
ハ
ブ
を
退
け
る
「
辞
」
と
あ
る
。
③
は
新
城
繁
氏
の
一
「
占
書
」

●

に
よ
る
と
あ
る
。

③
ホ
ギ
ハ
ラ
ノ
ー
ド
ケ
ナ
リ
サ
イ
ナ
リ
、
ギ
ナ
主
内
孫
ド
ウ
、
自
仏
言
世
尊
、
ア
ャ
マ
ダ
ラ
マ
ダ
ラ
我
ガ
行
ク
先
キ
ー
一
立
ツ
ナ
ラ

バ
、
山
辺
ノ
主
一
｜
語
ツ
テ
聞
カ
ソ
ウ
、
儀
方
。

②
臼
目
：
ロ
］
ご
口
の
旨

、
牌
ロ
ロ
ロ
〕
凹
庁
、
］
】

ロ
め
づ
巨
云
臣
【
ロ
」
ｍ
Ｒ
ｐ
ｐ
〕
山
家
葛
⑤
望
四
房
■
一
口

９
巨
丙
】
円
砕
ロ
ロ
丙
」
風

①
目
。
ご
口
白
目
自
画
目
色
：
日

閂
］
四
巨
口
、
ず
こ
、
円
已
Ｈ
ｐ
Ｐ
丙
尹
「
囚

二
ど
の
コ
コ
ロ
の
ロ
丙
、
茸
ご
巨
穴
二
三
ｍ

芦
「
口
、
■
』
Ｃ
ゲ
ロ
局
巨
、
四
○
ず
」
ロ
」

ケ
。
ご
急
巨
『
』
ロ
〕
巨
口
琶
凹
局
色
尹
「
四

◎
す
Ｅ
Ｃ
宮
、
冨
巨
二
巴
一
』
曰
邑
○
国
＆
罠
。
且

ギ
ナ
主
ギ
ナ
主

綾
の
斑

潮
汲
み
母
の
子
だ
か
ら

退
け
ノ
ー

ヨ
ー
ジ
ラ

汝
は
金
曰
通
の
）
父
母
の
子
か

俺
は
ム
カ
デ
の
子
ぞ

我
が
行
く
先
に

這
い
居
る
な
ら
ば

青
苔
に
て
打
ち
こ
ら
す
ぞ
い
、
出
ろ
ノ
ー
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キ
ジ
ム
ナ
ー
と
は
木
の
精
の
こ
と
で
、
こ
れ
に
ま
つ
わ
る
話
は
多
く
、
『
南
島
説
話
』
に
そ
の
い
く
つ
か
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ

６
キ
ジ
ム
ナ
ー
に
関
す
る
ま
じ
な
い

佐
喜
真
が
収
集
し
た
ハ
ブ
除
け
の
「
辞
」
で
未
発
表
の
も
の
を
『
琉
球
研
究
』
か
ら
掲
げ
よ
う
。

［
ハ
ブ
が
人
間
に
よ
せ
た
る
こ
と
］
（
対
訳
な
し
。
仮
に
記
す
）

二
。
、
ご
胃
】
尹
「
○
ｍ
ご
口
は
ｇ
ｏ
ｇ
ｇ
ａ
目
丙
の
：
風
ヲ
ギ
ナ
リ
ヲ
ギ
ナ
リ
シ
ョ
バ
ナ
リ

の
尋
色
二
一
ｍ
］
ロ
ウ
ロ
ロ
⑪
宮
貝
】
岸
夛
「
四
二
二
ロ
ゴ

嘘
蛇
Ｉ
千
手
観
音
？

国
、
穴
■
す
昌
的
口
、
ご
ロ
、
宣
口
］
旨
。
□

白
仏
元
信
儀
方

□
⑪
三
〕
甘
口
百
二
口
日
日
②
函
、
」
○

ウ
シ
ジ
（
？
）
の
子
孫
だ
ぞ

シ
量
四
日
Ｐ
Ｑ
口
局
田
口
〕
口
９
口
同
四

ア
ヤ
マ
ダ
ラ
マ
ダ
ラ

ョ
ロ
、
口
受
巨
歸
巨
困
底
已
一
月
ゴ
ミ
ロ
３
ケ
口

我
が
行
く
先
に
立
ち
居
る
な
ら
ば

＆
臼
曰
四
ｐ
ｐ
ｍ
閂
巨
巨
曰

山
の
主
に

尻
Ｐ
己
岳
⑪
巨
司
、
⑪
プ
ロ
ロ
ユ
◎

語
っ
て
聞
か
せ
る
ぞ
（
？
）

」
』
宮
。
芦
ケ
。

儀
方
ノ
ー

［
道
理
よ
り
出
て
立
つ
と
い
う
も
の
］

白
佛
言
世
尊
年
鱒

ヌ
ケ
ナ
リ
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の
中
に
キ
ジ
ム
ナ
ー
を
退
け
る
た
め
に
蛸
を
用
い
た
り
、
青
竹
を
燃
や
し
て
爆
音
を
出
す
と
い
っ
た
こ
と
が
見
え
る
が
、
呪
言
も
存
在

し
た
。

②
キ
ジ
ム
ナ
ー
を
退
け
る
時

①
キ
ジ
ム
ナ
ー
を
呼
ぶ
時

』
、
三
コ
日
ロ
巨
尻
回
日
ロ

ロ
ご
戸
口

の
、
計
、
岸
毎
句
歸
凹
門
口
陣
亟

嵐
回
廿
噸
二
ｍ
巨

夙
四
口
○
ヶ
風

□
ご
声
巨
望
。

、
固
←
餌
丙
量
司
吋
②

」
時
ず
。
茸
写
○
一

」
、
亘
口
・
日
己
巨
尻
四
日
回

石
ン
根
の
カ
マ

つ

退
い
て
来
い

砂
糖
を
あ
げ
よ
う
（
カ
マ
ァ
ニ
ー
）

枯
れ
糞
で
も

咬
み
切
り
や
れ

儀
方
々
々

石
ン
根
の
カ
マ

つ

追
い
て
来
い

砂
糖
を
あ
げ
よ
う
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懇
か
れ
た
人
の
前
で
懸
い
て
い
る
人
の
悪
口
を
す
る
。
ま
た
悪
霊
の
級
く
べ
き
理
由
の
な
い
こ
と
を
言
う
。
そ
し
て
そ
の
悪
霊
の
家

に
行
き
、
そ
こ
の
軒
に
釘
を
打
つ
。
ま
た
は
そ
の
家
の
前
に
糞
を
置
い
て
帰
る
。
但
し
佐
喜
真
の
「
古
琉
球
の
懸
物
と
巫
祝
」
（
『
民
族

と
歴
史
』
八
ノ
ー
、
一
九
二
二
年
七
月
）
に
よ
れ
ば
、
イ
チ
ジ
ャ
マ
の
家
の
水
蜜
の
中
に
芭
蕉
の
葉
で
包
ん
だ
糞
を
放
り
込
む
と
あ
る
。

ま
た
国
頭
間
切
地
方
で
は
、
懸
か
れ
た
人
の
唇
に
欝
金
を
つ
け
て
お
く
と
、
そ
の
人
は
走
り
出
し
て
彼
に
懸
い
て
い
る
イ
チ
ジ
ャ
マ
の

家
の
門
の
と
こ
ろ
で
倒
れ
る
。
そ
う
す
る
と
イ
チ
ジ
ャ
マ
持
ち
も
こ
れ
に
恥
じ
て
人
に
恐
く
の
を
止
め
る
と
あ
る
。

な
お
以
上
は
『
南
島
説
話
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
『
琉
球
研
究
』
に
は
こ
の
他
、
「
テ
ィ
ー
ャ
ー
チ
ャ
１
」
と
言
え
ば
キ
ジ
ム

ナ
ー
は
逃
げ
る
と
い
う
読
谷
山
の
例
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
幽
霊
・
キ
ジ
ム
ナ
ー
等
は
鶏
が
鳴
け
ば
い
な
く
な
る
か
ら
、
屋
根
に

上
っ
て
鶏
の
鳴
き
真
似
を
す
れ
ば
退
く
と
も
見
え
る
。

但
し
、
山
原
地
方
の
キ
ジ
ム
ナ
ー
を
退
け
る
呪
言
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

７
イ
チ
ジ
ャ
マ
（
生
霊
）
・
悪
霊
が
畷
い
た
時
、
こ
れ
を
除
く
ま
じ
な
い

ｚ
騨
貝
】
Ｅ
色
白
Ｅ
二
四
ヶ
巳
巴

門
口
】
』
伍
す
こ
｛
、
Ｅ
【
口
拝
」
四
ヶ
ロ
ー
め
こ
口
昌
９
回
ご
宮
一
ｍ
口

ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
ッ

ミ
ダ
ブ
ッ
ノ
ー
ｌ
ｌ
Ｉ
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旧
暦
大
晦
日
の
晩
に
三
人
が
蜜
柑
の
木
の
と
こ
ろ
へ
行
き
、
一
人
は
鋸
を
、
一
人
は
ざ
る
を
持
ち
、
他
の
一
人
は
木
を
背
に
し
て
立

つ
。
鋸
持
ち
は
切
る
真
似
を
し
て
「
な
る
か
な
ら
ぬ
か
、
な
ら
ぬ
と
切
り
倒
す
ぞ
」
と
云
う
。
木
に
な
っ
た
者
は
「
な
る
」
と
答
え
る
。

す
る
と
、
ざ
る
を
持
っ
た
者
が
実
を
採
る
真
似
を
す
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
翌
年
よ
り
実
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。
『
琉
球
研
究
』
で
は

符
術
の
項
に
見
え
る
こ
の
話
は
、
『
シ
マ
の
話
」
に
は
「
島
の
年
中
行
事
」
の
大
晦
日
の
晩
の
こ
と
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

。
『
琉
球
研
究
』
に
よ
れ
ば
、
悪
霊
の
出
現
を
防
ぐ
に
は
黒
綱
（
マ
ー
ー
ー
で
作
っ
た
綱
）
巻
き
を
行
う
と
あ
る
が
、
そ
の
由
来
に
つ
い

て
は
『
南
島
説
話
』
に
山
羊
の
化
物
の
話
と
し
て
載
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
昔
、
宜
野
湾
間
切
大
山
村
に
、
意
地
悪
い
妖
怪
が
お
り
、

山
羊
に
化
け
て
何
人
を
問
わ
ず
悩
ま
し
て
い
た
。
あ
る
気
丈
の
男
が
勇
気
を
出
し
て
、
そ
の
後
を
つ
け
て
い
く
と
、
森
中
の
洞
穴
内
に

入
っ
て
行
っ
た
。
そ
こ
で
男
は
村
人
を
集
め
て
そ
の
洞
穴
内
を
探
る
と
、
そ
こ
に
一
個
の
壷
が
あ
っ
た
。
妖
怪
の
正
体
は
こ
れ
で
あ
ろ

う
と
考
え
、
こ
れ
を
黒
綱
で
巻
き
つ
け
た
と
こ
ろ
、
以
後
、
妖
怪
は
出
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
『
琉
球
研
究
』
に
は
、
こ
れ
と
は
別
に
、
宜
野
湾
新
城
の
「
黒
綱
の
灰
」
と
し
て
、
怪
物
が
出
入
り
す
る
と
こ
ろ
に
は
黒

綱
を
七
回
巻
き
、
輪
を
作
り
焼
い
て
灰
と
し
、
そ
れ
を
屋
敷
の
四
方
を
清
め
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

◎
母
親
が
子
供
を
子
守
り
等
に
託
し
て
夜
行
せ
し
め
る
時
に
は
、
シ
日
日
⑪
百
ｓ
日
溜
ご
ロ
：
ロ
（
母
の
他
誰
も
見
な
い
ぞ
）
と
言
い
、

母
親
は
指
先
に
唾
を
つ
け
そ
れ
を
子
の
額
に
つ
け
る
。
邪
視
を
防
が
ん
た
め
で
あ
る
と
い
う
。

９
そ
の
他

８
蜜
柑
の
木
を
み
の
ら
す
ま
じ
な
い
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げ
て
お
こ
う
。

以
上
、
佐
喜
真
興
英
の
収
集
し
た
呪
詞
・
呪
物
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
言
葉
の
呪
力
は
、
い
わ
ゆ
る
言
霊
信
仰
と
し
て
折
口
信
夫
が

注
目
し
た
民
俗
で
あ
る
が
、
奄
美
・
沖
縄
地
域
は
そ
の
資
料
の
宝
庫
と
言
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
背
景
と
し
て
、
谷
川
健
一
氏
は
、
十
二
、

三
世
紀
ま
で
鉄
器
、
文
字
暦
、
仏
教
の
影
響
を
蒙
る
こ
と
が
な
く
、
自
然
の
力
に
対
し
て
言
葉
の
呪
力
に
頼
る
期
間
が
本
土
に
比
べ
て

（
３
）

か
な
り
長
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
述
べ
て
お
言
わ
れ
る
が
、
佐
喜
真
が
収
集
し
た
上
記
の
ま
じ
な
い
は
沖
縄
で
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
も
の
で
、

現
代
で
も
明
治
生
ま
れ
の
人
の
中
に
は
そ
れ
を
伝
承
し
て
い
る
人
は
案
外
多
い
。
な
お
『
那
覇
市
史
』
民
俗
篇
、
『
糸
満
市
史
』
資
料

編
一
二
〈
民
俗
資
料
〉
、
『
嘉
手
納
町
史
」
資
料
篇
２
〈
民
俗
資
料
〉
に
類
似
の
呪
詞
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

◎
病
人
の
枕
許
に
邪
悪
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
、
刀
・
包
丁
・
鎌
の
類
を
置
い
た
。

◎
悪
霊
の
よ
く
出
る
処
に
は
筬
を
埋
め
る
。

◎
箒
・
刀
・
塩
水
・
灰
は
、
：
号
の
【
（
呪
文
）
を
返
す
と
い
う
。

『
シ
マ
の
話
』
に
は
、
「
島
に
は
文
字
を
書
い
て
邪
悪
を
除
け
る
方
法
も
色
々
行
は
れ
た
。
日
取
帳
に
非
常
に
沢
山
之
が
出
て
居

る
」
と
述
べ
、
日
取
帳
に
見
え
る
呪
符
と
し
て
十
二
例
を
紹
介
し
て
い
る
が
『
琉
球
研
究
』
と
の
比
較
の
た
め
に
、
重
複
を
厭
わ
ず
褐

二
呪
符
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（
ホ
）
疫
病
除
の
マ
ジ
ナ
イ

（
一
一
）
火
事
除
マ
ジ
ナ
イ

（
ｃ
流
行
病
並
に
蛇
を
除
け
る
マ
ジ
ナ
イ

（
Ｂ
カ
ザ
ウ
ラ
（
子
供
の
皮
閥
に
ブ
ッ
ノ
ー
が
出
来
る
）
の
マ
ジ
ナ
イ

（
イ
）
赤
グ
チ
ャ
フ
ァ
（
赤
く
皮
膚
の
は
れ
る
病
）
を
治
す
る
マ
ジ
ナ
イ

南

佛
山
花
山
南

紳
茶
鑿
曇

紫
微
鯵
駕

義
方

｜
赤
グ
チ
ャ
フ
ァ
の
時
息
を
念
、
其
上
に
書
き
よ
し
」
（
日
取
帳
よ
り
）

但
カ
ザ
ウ
ラ
物
の
折
一
息
に
書
き
て
吉
（
日
取
帳
よ
り
）

悪
風
を
並
蛇
除
申
字
。
五
月
五
日
午
時
書
之
。
家
並
屋
敷
四
隅
逆
二
立
テ
ル
（
日
取
帳
よ
り
）

此
神
之
名
也
。
悪
風
流
行
候
節
門
戸
柱
杯
二
抑
ハ
悪
風
除
也
（
日
取
帳
よ
り
）

此
星
之
名
也
。
若
過
テ
天
火
地
火
二
家
作
ラ
バ
此
名
書
而
棟
之
木
二
可
押
（
日
取
帳
よ
り
）
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（
ヌ
）
母
乳
の
出
る
マ
ジ
ナ
イ

（
リ
）
同
上

（
チ
）
腫
物
を
治
す
る
マ
ジ
ナ
イ

川
獅
遮
：
函
。
胎
魏
捻
々
化
律
令

（
卜
）
夜
行
物
事
に
恐
れ
ざ
る
マ
ジ
ナ
イ

（
へ
）
同
上

圃風
こ

」八

塵｝

悪
唖
鑓

山
山
山
山
喝

好
伍
巳
＆
斑
隷
款

乳
出
ザ
ル
時
呑
む
符
（
日
取
帳
よ
り
）
多
分
灰
に
し
て
呑
ん
だ
か
？

腫
物
ノ
上
二
晋
イ
テ
吉
（
日
取
帳
よ
り
）

此
三
字
を
右
の
掌
二
記
、
堅
ク
握
り
出
立
ッ
（
日
取
帳
よ
り
）

腫
物
相
催
候
時
右
三
字
次
第
二
腫
物
上
二
重
書
字
、
面
不
見
様
、
黒
ク
ナ
ス
ク
テ

吉
（
日
取
帳
よ
り
）
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誌
大
系
』
第
一
巻
（
角
Ⅲ

い
て
何
の
注
記
も
な
い
。

ち
な
み
に
紫
微
鑿
駕
の
紫
微
は
、
北
極
星
を
神
格
化
し
た
北
極
紫
微
大
帝
の
こ
と
で
、
禦
駕
は
そ
の
乗
り
物
を
意
味
す
る
。
神
茶
鯵

墾
は
神
茶
と
鯵
型
と
い
う
二
神
の
門
神
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
明
ら
か
に
中
国
的
習
俗
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
佐
喜
真
は
こ
れ
以
外
に
も
数
多
く
の
呪
符
の
例
を
収
集
し
て
お
り
、
『
琉
球
研
究
』
に
記
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
呪
符
に
は
、
『
シ

（
５
）

マ
の
話
』
に
収
め
な
か
っ
た
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
以
下
、
そ
の
呪
符
を
掲
げ
よ
う
。
但
し
、
後
に
問
題
に
す
る
が
、
『
琉
球
研

以
上
の
呪
符
は
、
沖
縄
に
伝
わ
る
呪
符
の
例
と
し
て
初
め
て
公
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
（
一
一
）
の
紫
微
鯵
駕
は
紫
微
饗
駕
の
誤

（
４
）

り
で
、
（
ホ
）
の
神
茶
鑿
塁
は
神
茶
鯵
塁
の
誤
り
で
あ
る
。
こ
の
点
は
早
く
に
窪
徳
忠
氏
が
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
『
シ

マ
の
話
』
に
収
め
る
段
階
で
誤
っ
た
も
の
で
、
「
琉
球
の
研
究
』
に
は
正
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
『
シ
マ
の
話
』
は
「
日
本
民
俗

誌
大
系
』
第
一
巻
（
角
川
書
店
、
’
九
七
四
年
）
に
も
所
収
さ
れ
て
い
る
が
、
上
記
の
誤
写
は
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
っ

（
ヲ
）
小
児
の
夜
啼
を
止
め
る
マ
ジ
ナ
イ

（
ル
）
安
産
の
マ
ジ
ナ
イ

屡
色捲
々
知
律
令

此
二
字
ハ
子
安
ノ
符
也
。
産
相
催
候
時
右
字
西
東
ヨ
リ
柴
葉
取
、
其
表

一
一
書
付
、
田
ノ
水
、
流
水
汲
候
而
其
水
二
而
解
呑
候
。
平
産
仕
候
也
。

是
妙
法
也
。
（
日
取
帳
よ
り
）

此
を
小
児
の
手
に
書
く
と
よ
い
と
。
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④
尿
出
な
い
時
呑
む
符

③
便
秘
の
時
呑
む
符

②
月
経
止
る
時
（
呑
む
）
符

」
〉
そ
柵
瀧
川
卿

あ
ら
ぐ
す
ぐ

（へ、）

Ａ
新
城
の
崎
間
亀
助
の
「
」
口
書
」

①
腸
（
腹
力
）
の
内
に
て
死
し
た
る
児
を
下
す
（
時
呑
む
）
符

究
』
で
は
個
々
の
呪
符
は
す
べ
て
誰
々
の
「
占
書
」
に
よ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
復
元
的
に
「
占
書
」
別
に
整
理
し
て
み
た
。

な
お
『
琉
球
研
究
』
は
必
ず
し
も
完
全
原
稿
で
は
な
い
た
め
、
速
記
さ
れ
た
符
蕊
や
文
字
の
中
に
は
判
読
し
難
い
も
の
も
少
な
く
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
公
刊
さ
れ
て
い
る
呪
符
資
料
に
類
例
の
見
当
ら
な
い
も
の
は
、
で
き
る
だ
け
彼
の
書
き
留
め
た
ま
ま
の
状
態
で
紹

介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

無
所
不
至
印
地
蔵
井
呪

胴
Ⅲ
川
鮒
Ｍ
月
填
？
価
櫛
熈
１

朋

鱒
ＩＱ

Ｉｊｌｉ
ｂｉ

ｔｌＲ

ｊｉ
棚
柵
柵
悩
ふ
く
柧
撞
１
分
‐
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⑦
田
に
虫
付
く
時
立
て
る
札

⑥
出
血
を
止
め
る
に
呑
む
符

⑤
子
の
夜
泣
き
留
め
る
符

|爾

蟇
琴

－－

Ｊiii豪
垣内

鞭
蹄
嚥
蠣
棚
舩
鋼
艇

＄※
「
吉
浜
家
文
書
一
に
も
、
「
田
一
一
虫
付
時
札
」
と
し
て
一
晩
弛
蝮
蜴
蜆
松
畑
挺
」
の
字
を
「
ビ
ワ
ノ
葉
一
一
書
テ
田
毎
二
立

テ
置
ク
ベ
シ
」
と
あ
る
。

※
「
吉
浜
家
文
書
」
に
も
「
血
留
之
符
」
と
し
て
見
え
る
。

※
『
シ
マ
の
話
』
に
所
収
。

ビ
ワ
の
葉
に
書
く
。 手
に
書
く
。
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⑨
女
人
イ
ヤ
（
子
衣
）
か
か
る
時
用
い
る
符

⑧
鳥
家
の
内
に
入
る
時
の
符

⑩
井
の
中
へ
蛇
入
り
た
る
時
の
符

風
蒸
庚
一
六
蝶
亀
幽
、
く
い
傭
Ｗ
ト
ー

●

ﾗ頭－

１歩※
「
修
験
深
秘
行
法
符
呪
集
』
に
は
、
「
井
中
蛇
人
時
符
」
と
し
て
次
の
よ
う
な
呪
符
が
見
え
る
。

※
『
修
験
深
秘
行
法
符
呪
集
』
に
は
、
「
鳥
人
二
家
内
一
時
内
符
」
と
し
て
「
天
定
天
蝋
急
如
律
令
」
と
あ
る
。

※
｜
「
吉
浜
家
文
書
」
に
も
見
え
る
。

裳
ｉ
姉
作
Ａ
１

謁
騒
ぎ

此
を
符
に
し
て
呑
ま
し
祈
願
を
す
る
と
（
吉
）
。

臆
急
如
律
令
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Ｂ
字
宜
野
湾
の
新
平
良
（
屋
号
み
－
た
い
ら
）
の
「
占
書
」

①
魚
骨
（
目
）
を
落
と
す
符

○
出
血
を
留
め
る
に
唱
ふ
る
歌

血
の
道
は
父
母
と
の
わ

○
逆
子
秘
伝

⑬
麗
家
に
登
る
時
立
て
る
符

》
斜
凡
堂
‐

⑫
魔
（
た
ぶ
ん
ビ
ー
チ
ャ
か
）
荒
騒
ぐ
時
の
符

］
出
川
］
⑪
耐
鬼
堂
＃
㈹
伸
尺
や
‐

⑪
児
衣
将
守
（
？
）
を
喰
時
立
て
る
符

蕾
稀
鬼
蝋
４
ｈ
律
獣
‐

逆
子
生
ま
る
る
時
は
産
女
の
右
手
に
そ
の
父
の
名
を
書
け
ば
順
と
な
る
。

父
母
と
の
わ
さ
な
り
ば
血
の
道
止
め
よ
血
の
神
Ｉ

（
７
）

仙
葦
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②
乳
瘡
を
治
す
符

④
馬
の
病
の
時
、
庫

い
》
魂
敬

⑤
牛
の
病
の
時
、
」

③
子
安
の
符

鼠
由 緩

[1重Ｉ

圖
ま
じ
な
い

※
「
永
代
大
雑
書
万
暦
大
成
』
の
『
呪
咀
秘
伝
』
に
は
「
乳
風
を
治
す
る
呪
符
」
と
Ｉ
し
て
、
こ
の
文
字
を
腫
れ
た
る
と
こ
ろ

に
書
き
、
上
を
墨
に
て
塗
る
と
あ
る
。

※
新
城
繁
「
占
書
一
に
同
符
あ
り
。
「
西
銘
家
文
書
」
に
も
見
え
る
。

※
『
シ
マ
の
話
」
に
所
収
。

牛
に
呑
ま
す
符

馬
に
呑
ま
す
符

瘡
の
上
に
此
字
を
七
へ
ん
書
。
字
面
不
見
様
。

此
二
字
ハ
子
安
ノ
符
也
。
又
伊
勢
卜
云
ウ
字
二
字
モ
吉
。
産
相
催
候
時
、
右
字
西
東

ヨ
リ
柴
葉
取
、
其
表
二
書
付
、
田
ノ
水
、
流
水
汲
候
而
、
其
水
二
而
解
呑
候
、
平
産

仕
候
也
。
是
妙
法
也
。
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⑨
童
子
の
夜
啼
を
止
め
る
符

⑧
腋
病
の
時
呑
む
符

⑦
腫
れ
物
を
治
す
時
呑
む
符

⑥
田
毎
に
虫
付
く
時
、
四
方
に
立
て
る
符

輿 ｡ 図

＄
他
日
○
月
月

③
ペ
ー
パ

＄
ぺ
ｎ
９
０
Ｂ※
徳
原
翁
－
１
占
書
」
に
同
符
あ
り
。
『
シ
マ
の
話
』
所
収
。

※
『
シ
マ
の
話
』
に
所
収
。

※
西
銘
家
文
諜
に
も
類
似
の
符
が
見
え
る
。

※
新
城
繁
「
占
書
」
に
同
符
あ
り
。
「
玉
黄
記
」
に
も
見
え
る
。

枕
上
に
押
候
也
。

腫
れ
物
の
上
に
書
く
。
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②
疫
癒
の
時
、
風
気
防
（
フ
ー
チ
ゲ
ー
シ
）
の
符

Ｃ
新
城
の
徳
原
の
翁
一
○
○
年
ば
か
り
前
の
「
占
書
Ｌ

①
田
畑
に
虫
付
時
、
四
方
に
立
て
る
符

⑪
頭
痛
の
時
呑
む
符

⑩
乳
出
ざ
る
時
呑
む
符

と－

亀
｣弓へ
=に

鯛鬼

１７<； 圏※
新
平
良
「
占
書
」
に
同
符
あ
り
。

※
西
銘
家
文
諜
に
よ
れ
ば
梵
字
は
こ
ふ
」
で
あ
る
．

鑿
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⑥
は
い
除
く
符

⑤
悪
風
井
蛇
を
除
く
符

④
山
鳥
家
へ
人
時
の
符

③
腫
れ
物
を
治
す
符

鍵
方 Ｊ」b

9BB

i電
蟇
轆
隷
女

※
『
シ
マ
の
話
』
に
所
収
。

三
字
（
上
段
中
段
下
段
の
三
つ
の
符
ｌ
筆
者
注
）
を
腫
れ
物
の
上
に
字
面
が
見
え
な
い
様
に
重
ね
て
書
く
。

※
『
シ
マ
の
話
』
に
所
収
。

鳧

五
月
五
日
午
の
時
に
朱
に
て
書
く
。

入
り
来
る
方
に
押
す
也
。

五
月
五
日
午
時
に
書
い
て
、
屋
敷
四
隅
逆
に
し
て
立
て
る
。
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④
頭
痛
の
時
呑
む
符

同
一
己
識
不
可
得

③
胞
下
リ
不
申
時
呑
む
符

霊
前
に

呑
む
符

Ｄ
大
山
の
安
仁
屋
「
占
書
」

①
子
、
母
の
腹
内
に
死
寵
る
時
呑
む
符

⑦
悪
夢
を
見
る
時
の
符

蝋

羽
。
蛆
エ
明
一
三

扇
寛

團国
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①

⑦
馬
の
家
に
押
す
札

⑥
屋
敷
風
水
悪
敷
所
、
古
風
水
に
成
す
守
札

⑤
歯
痛
止
め
の
符

○
火
用
心
の
詩

真
姓
宋
名
無
忌
武
火
老
速
人
地
消
家
有
壬
癸
神
災
日
供
万
解
水
喝
亜
贈
以
之
巾

Ｅ
新
城
繁
「
占
書
」

薔
廠

轍
戟 司

書i）※
『
台
湾
風
俗
誌
』
の
「
鎮
牛
馬
等
怪
怪
」
に
、
「
牛
馬
其
他
畜
類
に
怪
あ
る
と
き
は
此
附
を
貼
付
せ
ば
吉
な
り
」
と
あ
る
。

竈 ｜
エ
ロ
３
制
上
契
裳
亮
鷺
け
い
専
一

（
肉
の
中
の
小
骨
） 歯
に
押
す
。

愚

（
魚
の
小
骨
）
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④ ③ ②神
茶
鰺
曇

紫
微
蘂
爾

同弓「

※
「
シ
マ
の
話
』
に
所
収
。

※
「
シ
マ
の
話
』
に
所
収
。

※
『
シ
マ
の
話
」
に
所
収
。

ロ
巴
掛
る
時
、
各
此
の
字
を
清
水
中
の
書
き
呑
む
は
降
り
る
也
・

且
、
テ
ィ
ン
サ
グ
（
今
は
ホ
ウ
セ
ン
カ
と
云
う
）
の
葉
茎
つ
き
呑
む
も
よ
し
。

，種

（
鳥
の
小
骨
）

赤
グ
チ
ャ
フ
ァ
ー
（
皮
膚
病
）
の
時
、
息
を
含
み
、
其
の
上
に
書
き
吉
。

此
神
の
名
也
。
悪
風
時
行
候
節
、
門
戸
柱
な
ど
に
押
す
は
悪
風
除
也
。

此
星
の
名
也
。
若
過
て
天
火
地
火
に
家
作
ら
ば
此
名
書
い
て
棟
之
木
に
押
す
。

愚

（
竹
の
と
げ
）
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⑧
悪
風
時
候
の
時

狐侈鴨・品。鮒銚鑛湾榊＃
※
『
シ
マ
の
話
』
に
所
収
。

②⑦
⑥ ⑤狐

侈
鴨
・
晶
晶
醐
鞁

※
『
シ
マ
の
話
』
に
所

幹
蝋
譽
卜
聡
＃

佛
山
花
山
南

山
林
鬼※
『
シ
マ
の
話
』
に
所
収
。

※
新
平
良
「
占
書
」
に
同
符
あ
り
。
『
シ
マ
の
話
」
に
所
収
。

但
し
腫
れ
物
催
し
時
書
い
て
吉
。

但
し
カ
ザ
ゥ
ラ
（
皮
膚
病
）
物
の
折
、
一
息
に
書
き
て
吉
。

ト
ゥ
シ
ン
バ
イ
の
時
、
書
き
て
吉
。
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⑨
馬
病
の
時

、
津
工
病
の
時

佐
喜
真
は
五
人
の
「
占
書
」
か
ら
五
十
種
類
の
呪
符
を
書
き
写
し
記
録
し
て
い
た
が
、
『
シ
マ
の
話
』
で
は
そ
の
中
か
ら
十
一
例
を

選
び
、
こ
れ
を
「
日
取
帳
よ
り
」
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
が
、
（
ト
）
は
四
人
の
「
占
書
」
に
見
え
な
い
。

実
は
こ
れ
は
『
沖
縄
県
国
頭
郡
志
』
か
ら
の
引
用
な
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
『
琉
球
研
究
』
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
佐
喜
真
自

箇
学
》
録

」ヘ

學
零

※
「
玉
黄
記
」
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

※
「
玉
黄
記
」
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

三
「
日
取
帳
」
と
「
時
双
紙
」

図
竣

園鰯
川
？
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身
も
承
知
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
シ
マ
の
話
』
で
は
こ
れ
も
「
日
取
帳
よ
り
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
「
日

（
８
）

取
帳
一
と
い
う
用
塞
叩
そ
の
も
の
の
問
題
が
あ
る
。

そ
も
そ
も
「
日
取
帳
」
と
か
一
占
書
一
と
い
う
名
称
は
正
式
の
文
書
名
で
は
な
い
。
『
琉
球
研
究
」
に
は
、
土
用
の
内
に
生
ま
れ
た

子
供
は
短
命
で
あ
る
の
で
養
父
母
に
養
育
せ
し
め
寿
命
を
長
か
ら
し
め
る
こ
と
を
挙
げ
、
そ
の
出
所
と
し
て
「
新
城
繁
萬
書
一
と
あ
る

が
、
こ
れ
が
「
新
城
繁
占
書
」
な
い
し
は
「
曰
取
帳
」
と
別
の
資
料
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
ま
た
『
琉
球
研
究
』
第
一
一
一
迷

信
一
の
「
Ｉ
出
産
」
の
箇
所
に
見
え
る
「
徳
原
ノ
占
書
」
が
前
掲
の
「
徳
原
の
翁
一
○
○
年
ば
か
り
前
の
占
書
」
と
同
一
で
あ
ろ
う
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
「
Ｖ
死
後
（
墓
、
洗
骨
等
）
｜
に
は
洗
骨
や
入
棺
の
時
、
こ
れ
を
見
る
人
と
見
て
は
な
ら
な
い
人
の
生
年
の

十
二
支
を
記
し
た
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
を
「
徳
原
日
取
帳
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
も
同
一
の
も
の
と
見
ら
れ
る
。

さ
ら
に
『
霊
の
島
々
』
に
は
、
「
田
舎
に
行
は
な
れ
て
い
る
所
謂
「
日
取
帳
』
Ｌ
と
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
日
取
帳
」
と
断
っ
て
い
る
・
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
も
と
も
と
「
日
取
帳
」
と
か
一
占
譜
」
と
い
っ
た
名
称
は
佐
喜
真
が
便
宜
的
に
用
い
た
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
『
シ
マ
の
話
』
で
佐
喜
真
が
あ
え
て
「
日
取
帳
よ
り
」
で
統
一
し
た
の
は
そ
れ
な
り
に
特
別
の
意
味
が
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
琉
球
王
国
時
代
の
雍
正
六
年
（
一
七
一
一
八
年
）
に
、
王
府
の
施
策
に
反
す
る
と
し
て
ト
キ
（
時
）
と
称
さ
れ
る
占
者
が

廃
止
さ
れ
、
彼
等
が
用
い
て
い
た
「
時
双
紙
」
も
す
べ
て
取
り
上
げ
ら
れ
焼
却
さ
れ
た
が
、
佐
喜
真
に
よ
れ
ば
、
「
時
双
紙
」
が
焼
か

れ
る
前
に
窃
か
に
そ
れ
を
写
し
取
っ
た
者
が
お
り
、
そ
れ
が
「
曰
取
帳
」
と
し
て
後
世
ま
で
伝
わ
っ
た
と
い
う
・
そ
し
て
島
の
文
筆
者

は
、
た
い
て
い
「
曰
取
帳
」
が
「
時
双
紙
」
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
、
そ
れ
か
ら
更
に
写
し
取
り
、
こ
れ
を
も
と
に
、
家
屋

建
築
、
結
婚
、
下
男
下
女
出
入
吉
日
の
選
定
や
結
婚
の
相
性
、
屋
敷
の
形
状
等
か
ら
盗
難
の
捜
索
方
針
の
指
示
に
ま
で
広
範
囲
に
及
ぶ

占
い
を
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
焼
却
さ
れ
た
は
ず
の
「
時
双
紙
Ｌ
が
中
頭
郡
中
城
村
熱
田
の
小
橋
川
家
に
二
冊
、
同
郡
北
谷
村
字
桑
江
の
与
那
城
家
お
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よ
び
島
尻
郡
真
壁
村
の
大
家
で
も
そ
の
一
部
分
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
時
双
紙
」
と
は
、
独
特
の
干
支
文
字
を
用

い
て
、
六
月
か
ら
の
五
月
ま
で
の
各
月
の
日
干
支
を
吉
凶
の
項
目
ご
と
に
並
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
佐
喜
真
は
そ
れ
を
検
討
し
、
一
年

の
月
序
が
六
月
か
ら
な
っ
て
い
る
と
い
う
重
要
な
事
実
を
発
見
し
て
い
る
。
そ
し
て
田
舎
に
伝
わ
る
「
日
取
帳
」
（
「
占
書
」
と
混
用
し

て
い
る
）
に
も
、
六
月
を
先
と
す
る
月
序
の
吉
凶
占
い
が
見
え
、
し
か
も
「
時
双
紙
」
と
全
く
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
日
取
帳
」

に
記
さ
れ
た
そ
う
し
た
占
い
の
項
目
が
「
時
双
紙
」
か
ら
の
訳
出
で
あ
る
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
多
数
の
「
日
取
帳
」
を
集
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
「
時
双
紙
」
を
再
構
築
で
き
る
と
い
う
の
が
佐
喜
真
の
研
究
方
法
で
、
そ
の
結
果
、
上
記
の
よ
う
な
生
活
の
広
範
囲
に
及
ぶ

占
い
が
「
時
双
紙
」
に
記
さ
れ
て
い
た
と
推
定
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
佐
喜
真
が
「
日
取
帳
」
と
す
る
も
の
の
す
べ
て
が
「
時
双

紙
」
か
ら
の
写
し
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
と
い
う
の
は
、
佐
喜
真
自
身
、
田
舎
に
行
わ
れ
て
い
る
一
日
取
帳
」
に
は
、
吉
日
ま
た

は
凶
日
を
書
く
際
に
正
月
を
先
に
す
る
普
通
の
月
序
を
書
い
た
も
の
と
、
六
月
を
先
に
書
い
た
も
の
と
の
二
通
り
あ
る
こ
と
を
認
め
て

（
９
）

お
り
、
彼
の
解
釈
か
ら
す
れ
ば
そ
の
う
ち
の
後
者
の
方
が
「
時
双
紙
」
か
》
ｂ
写
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
前
者
は
当
然
「
時
双
紙
」
と
は

別
系
統
の
も
の
か
ら
採
っ
た
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
Ⅶ
）

こ
の
こ
と
に
関
し
て
想
起
さ
れ
る
の
は
窪
徳
忠
氏
が
指
摘
さ
れ
た
疑
問
で
あ
る
。

窪
氏
は
ま
ず
、
一
七
三
六
年
に
久
米
系
士
族
の
察
文
溥
が
ま
と
め
た
『
四
本
堂
家
礼
』
に
、
次
の
よ
う
な
紫
微
璽
駕
を
棟
木
に
記
す

習
俗
に
つ
い
て
の
記
述
に
注
目
さ
れ
る
。

棟
上
之
時
、
百
田
紙
二
而
米
弐
包
右
左
、
塩
一
包
真
中
一
一
／
棟
三
所
二
唐
苧
二
而
さ
け
、
紫
微
蕊
駕
之
四
字
大
文
字
二
伽
朱
紙
二

書
之
、
棟
之
真
中
前
一
一
押
、
花
五
水
井
塩
、
炭
、
扇
子
弐
本
飾
候
而
大
工
祭
申
侯
。

『
四
本
堂
家
礼
』
は
「
察
家
家
憲
』
と
も
呼
ば
れ
、
察
氏
具
志
家
に
お
い
て
代
々
守
り
伝
え
て
い
く
べ
き
さ
ま
ざ
ま
な
儀
礼
・
行
事

・
習
俗
等
に
つ
い
て
記
し
た
家
訓
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
十
八
世
紀
の
前
半
頃
、
唐
栄
（
久
米
村
）
の
一
部
の
人
た
ち
が
、
棟
上
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紫
微
禦
駕
を
棟
木
に
書
く
習
俗
は
現
在
で
も
沖
縄
の
各
地
に
残
っ
て
い
る
が
、
窪
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
習
俗
は
十
七
世
紀
の
末
頃
に

は
唐
栄
の
一
部
の
人
た
ち
の
間
で
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
、
首
里
・
那
覇
を
経
て
本
島
の
各
地
、
宮
古
・
八
重
山
へ
と
伝
わ
っ
て

い
っ
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
佐
喜
真
の
言
う
よ
う
に
、
「
日
取
帳
」
に
記
さ
れ
て
い
た
と
い
う
「
火
事
除
け
の
ま
じ
な
い
」
で
あ
る
紫
微
蕊
駕
が
、
「
時

双
紙
」
か
ら
写
し
取
っ
た
も
の
と
す
る
と
、
こ
の
習
俗
は
ト
キ
の
指
導
に
よ
っ
て
、
ト
キ
が
禁
止
さ
れ
る
一
七
二
六
年
の
相
当
前
か
ら

広
く
一
般
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
『
四
本
堂
家
礼
」
か
ら
推
察
さ
れ
る
限
り
、
当
時
、
唐
栄
の
一
部
で
し
か
行
わ
れ
て
い
な

い
と
思
わ
れ
る
こ
の
中
国
的
習
俗
の
沖
縄
各
地
へ
の
伝
播
の
理
解
と
大
き
く
釦
鰭
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
『
四
本
堂
家
礼
』
が
ま
と
め
ら
れ
る
約
十
年
前
に
、
ト
キ
が
禁
止
さ
れ
「
時
双
紙
」
も
焼
却
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
禁

止
の
首
唱
者
で
あ
っ
た
察
温
の
一
門
に
属
す
る
察
文
溥
が
あ
え
て
そ
の
処
置
に
反
す
る
行
動
に
出
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
窪
氏
は
、
紫
微
蕊
駕
の
四
文
字
を
棟
木
に
書
く
習
俗
に
関
す
る
記
戟
は
「
時
双
紙
」
に
は
な
か
っ
た
と
主
張
さ
れ

窪
氏
の
指
摘
は
紫
微
霧
駕
と
い
う
火
事
除
け
ま
じ
な
い
一
例
に
限
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
他
の
呪
符
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ

と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
私
見
に
よ
れ
ば
、
「
日
取
帳
」
は
必
ず
し
も
「
時
双
紙
」
の
内
容
と
は
同
一
で
は
な
く
、
し
た
が
っ

て
「
時
双
紙
」
に
は
佐
喜
真
が
『
シ
マ
の
話
』
で
掲
げ
た
よ
う
な
呪
符
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
あ

と
な
る
。

げ
の
時
に
棟
木
に
紫
微
繁
駕
の
文
字
を
朱
紙
に
書
い
て
貼
る
中
国
の
習
俗
（
恐
ら
く
は
福
建
の
も
の
）
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

るて
｡

る
の
で
あ
る
。

吉
凶
判
断
に
よ
る
日
選
び
や
占
い
を
し
て
い
た
ト
キ
が
ま
じ
な
い
的
行
為
を
全
く
行
わ
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
外
来
の
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注（
１
）
「
明
治
三
十
六
年
砂
糖
消
費
税
法
改
正
之
議
ニ
付
請
願
」
（
『
明
治
公
文
雑
纂
建
議
四
巻
八
五
上
の
宜
野
湾
間
切
新
城
村
平
民
農
の
署
名
の

箇
所
に
新
城
繁
（
明
治
二
年
八
月
一
六
日
生
）
の
名
が
見
え
る
の
で
、
恐
ら
く
こ
の
人
物
で
あ
ろ
う
。

（
２
）
『
琉
球
研
究
』
に
は
、
こ
れ
と
は
別
に
「
家
の
占
所
に
よ
る
」
と
し
て
、
出
産
に
関
す
る
呪
詞
が
見
え
る
。
「
内
」
「
家
」
と
い
う
の
は
佐
喜
真

興
英
の
家
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
「
占
所
」
は
二
カ
所
で
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
単
な
る
同
音
の
「
占
書
」
の
書
き
誤
り
で
も
な
さ
そ
う
で
あ
り
、

あ
る
い
は
自
分
の
家
で
行
っ
て
い
る
ま
じ
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。

沖
縄
に
伝
わ
る
呪
符
を
初
め
て
学
界
に
紹
介
し
た
の
が
佐
喜
真
興
英
の
『
シ
マ
の
話
』
で
あ
り
、
現
在
で
も
専
ら
こ
れ
が
参
照
さ
れ

（
、
）

て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
彼
は
も
っ
と
多
く
の
資
料
を
収
集
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
壱
ｂ
は
古
老
た
ち
が
所
持
し
て
い
た
「
占

書
」
か
ら
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
等
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
事
実
を
、
彼
の
手
稿
『
琉
球
研
究
』
に
よ
っ
て
紹

介
し
た
。
ま
た
『
シ
マ
の
話
』
に
よ
っ
て
一
人
歩
き
し
た
感
じ
が
す
る
「
日
取
帳
」
の
概
念
に
つ
い
て
再
検
討
し
、
そ
れ
が
必
ず
し
も

「
時
双
紙
」
の
記
載
内
容
と
同
一
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
「
時
双
紙
」
に
本
来
呪
符
は
記
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
、
ま
た
ト
キ
が
呪
符
を
用
い
て
い
た
と
い
う
確
証
は
な
い
こ
と
等
を
推
定
し
た
。
な
お
議
論
の
余
地
は
あ
る
と
思
う
が
、

と
り
あ
え
ず
問
題
提
起
を
し
て
お
き
た
い
。

呪
符
を
用
い
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。
も
し
も
一
時
双
紙
」
に
呪
符
が
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と
は
否
定

的
に
考
え
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に
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（
皿
）
窪
徳
忠
『
中
国
文
化
と
南
島
』
（
第
一
書
房
、
一
九
八
一
年
）
’
○
五
～
一
○
七
頁
。

Ｈ
）
奥
野
義
雄
一
呪
文
と
呪
符
」
（
仏
教
民
俗
学
大
系
８
『
俗
信
と
仏
教
』
名
著
出
版
、
一
九
九
二
年
）

（
６
）
崎
間
亀
助
の
名
も
「
明
治
三
十
六
年
砂
糖
消
費
税
法
改
正
之
議
ニ
付
請
願
」

（
７
）
沖
繩
方
言
で
、
鴎
香
鼠
の
こ
と
。

（
８
）
タ
ン
ガ
サ
の
（
イ
）
の
呪
詞
に
見
え
る
一
日
取
帳
１
－
も
、
『
琉
球
研
究
」
寿

（
９
）
例
え
ば
「
琉
球
研
究
」
の
第
二
「
迷
信
」
の
－
出
産
（
二
○
三
頁
）
に
、
一

時
向
方
吉
」
は
、
正
未
・
二
戌
・
三
丑
・
四
未
・
五
辰
・
六
午
・
七
未
・
八
圭

と
な
っ
て
い
る
。

（
３
）
谷
川
健
一
『
南
島
文
学
発
生
論
』
（
思
潮
社
、
一
九
九
一
年
）

（
４
）
窪
徳
忠
『
増
訂
沖
縄
の
習
俗
と
信
仰
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
四
年
）
一
四
三
頁
。

（
５
）
こ
こ
で
各
地
に
残
っ
て
い
る
呪
符
資
料
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
そ
の
最
大
の
も
の
は
与
那
国
島
の
西
銘
行
雄
氏
が
所
有
し
て
い
る
資
料
で
、

そ
れ
に
は
少
な
く
と
も
一
一
五
○
種
以
上
の
多
種
多
様
な
呪
符
が
記
さ
れ
て
い
る
。
次
は
、
多
良
間
島
の
仲
本
家
で
発
見
さ
れ
た
「
玉
黄
記
」
と
題

す
る
資
料
で
、
そ
の
中
に
一
四
○
余
の
呪
符
が
見
え
る
。
第
三
番
目
は
、
石
垣
市
の
「
新
本
家
文
書
」
の
中
の
一
冊
子
で
あ
る
・
そ
の
中
に
百
種

近
い
呪
符
が
記
さ
れ
て
い
る
。

佐
喜
真
興
英
の
－
．
琉
球
研
究
』
は
呪
符
の
種
類
か
ら
す
れ
ば
四
番
目
に
位
置
す
る
。
た
だ
五
人
の
人
の
「
占
書
」
に
そ
れ
ぞ
れ
あ
っ
た
と
さ
れ

る
呪
符
が
、
も
と
も
と
そ
れ
だ
け
だ
っ
た
の
か
、
実
際
に
個
人
所
有
の
「
占
書
」
に
は
相
当
の
呪
符
が
記
さ
れ
て
い
た
が
、
佐
喜
真
自
身
が
そ
の

中
か
ら
代
表
的
な
も
の
の
み
選
択
し
た
の
か
、
「
占
書
一
の
い
ず
れ
も
現
存
し
な
い
た
め
残
念
な
が
ら
わ
か
ら
な
い
。

こ
の
他
、
久
米
島
具
志
川
村
の
吉
浜
家
の
文
聾
の
中
に
も
一
一
十
数
種
の
呪
符
が
見
え
る
。
ま
た
嘉
手
納
町
の
故
奥
間
盛
義
氏
の
手
帳
に
も
五
穂

の
呪
符
が
灘
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。

崎
間
亀
助
の
名
も
「
明
治
三
十
六
年
砂
糖
消
費
税
法
改
正
之
議
ニ
付
請
願
」
に
見
え
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
鶏
永
三
年
一
月
五
日
生
ま
れ
と
あ
る
・

沖
繩
方
言
で
、
鴎
香
鼠
の
こ
と
。

タ
ン
ガ
サ
の
（
ィ
）
の
呪
詞
に
見
え
る
一
日
取
帳
１
－
も
、
『
琉
球
研
究
」
で
は
新
城
繁
「
占
書
」
と
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
「
琉
球
研
究
」
の
第
二
「
迷
信
」
の
－
出
産
（
二
○
一
一
一
頁
）
に
、
一
徳
原
ノ
占
書
よ
り
」
書
き
写
し
た
と
さ
れ
る
「
女
さ
ん
（
産
）
之

時
向
方
吉
」
は
、
正
未
．
一
一
戌
・
一
一
一
丑
・
四
未
・
五
辰
・
六
午
・
七
未
・
八
未
・
九
申
．
＋
申
．
＋
一
成
・
十
二
責
と
、
正
月
を
先
と
す
る
月
序

－３１２－


